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第26回図書館総合展（2024/11/5-7）

結果と考察

「ここ1カ月の間にこれ

らの目的のためにどの

くらい読みましたか」

「何冊くらい自分の本・

電子書籍を所有してい

ますか」

「一カ月に何冊・何本くらい

読みますか・視聴しますか」

問題 方法

〇読書世論調査

・成人の読書動向についての隔年調査

・毎日新聞社が194７年から実施

・2020年度をもって終了

→国語教育・読書研究の貴重な基礎資料

〇日本読書学会読書状況調査

・読書動向についての基礎データを収集

・2024年3月に調査実施

　（今後の継続については検討中）

〇調査の指針

・既存の調査との連続性を重視

a) 「一日何分」「一カ月何冊」読むか

b) 雑誌の内訳等は簡略化

c) 電子書籍，動画，SNSの利用も考慮

・一般成人による読書の実態を捉える

　成人はそれほど多く読まないことを念頭に

・ウェブ調査による実施

調査項目：

・人口統計学的情報：年齢，性別，居住地など

・基本項目：読書の頻度，手段，主な目的

・特集項目：読書に関する情報の入手先，読書

する状況

手続き：オンライン調査会社に依頼・実施

・DQS（Directed Question Scale）に

よって回答者が調査内容に十分に注意を払っ

ていたか確認

調査回答者：5つの年代（18～20代，30代，

40代，50代，60代以上）と性別について

均等割り付けで合計3,000名を募集

※今後詳細な報告を予定

「一日に何分くらい読みますか・視聴しますか」

「書籍に関する情報をどこから入手しますか」

「一カ月にどの

くらいの金額を

費やしますか」

「それぞれの目的のた

めにどのくらいの金額

を費やしましたか」

「ふだんどんな状況で

本を読みますか」
「本を読んだ後どの

ようにすることが

多いですかか」

・読書量は既存の調査結果と

大きくは変わらない

・読書は趣味で読むものと

考えられている

・電子書籍やオーディオブッ

クの普及はそれほどでない

日本読書学会


